
二
十

分
野

運
輸
業

小
分
野

水
運
業

産
業
分
類

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

四
五
二

沿
海
海
運
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

四
五
三

内
陸
水
運
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

四
五
四
二

内
航
船
舶
貸
渡
業

留
保
の
種
類

内
国
民
待
遇
（
第
十
・
三
条
）

措
置

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
七
条

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条

概
要

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
づ
く
事
前
届
出
の
要
件
は
、
日
本
国
内
の
水
運
業
へ
の
投
資
を
行
お
う
と
す
る
外
国

投
資
家
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、「
水
運
業
」
と
は
、
外
航
海
運
業
、
沿
海
海
運
業
（
日
本
国
内
の
港

の
間
の
海
上
運
送
）、
内
陸
水
運
業
及
び
船
舶
貸
渡
業
を
い
う
。
た
だ
し
、
外
航
海
運
業
及
び
船
舶
貸
渡
業
（
内
航
船
舶

貸
渡
業
を
除
く
。）は
、
事
前
届
出
の
要
件
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

二
十
一

分
野

運
輸
業

小
分
野

水
運
業

産
業
分
類

留
保
の
種
類

内
国
民
待
遇
（
第
十
・
三
条
）

最
恵
国
待
遇
（
第
十
・
四
条
）

措
置

船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条

概
要

日
本
国
の
法
律
又
は
日
本
国
が
締
結
し
て
い
る
国
際
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
日
本
国
を
旗
国

と
し
な
い
船
舶
は
、
日
本
国
内
の
不
開
港
場
へ
の
寄
港
及
び
日
本
国
内
の
港
の
間
の
貨
物
又
は
旅
客
の
運
送
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

二
十
二

分
野

上
水
道
業

小
分
野

産
業
分
類

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

三
六
一
一

上
水
道
業

留
保
の
種
類

内
国
民
待
遇
（
第
十
・
三
条
）

措
置

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
七
条

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条

概
要

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
づ
く
事
前
届
出
の
要
件
は
、
日
本
国
内
の
上
水
道
業
へ
の
投
資
を
行
お
う
と
す
る
外

国
投
資
家
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
第
二
編
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
及
び
英
語
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
こ
の
附
属
書
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。）

一

分
野

全
て
の
分
野

小
分
野

産
業
分
類

留
保
の
種
類

内
国
民
待
遇
（
第
十
・
三
条
）

特
定
措
置
の
履
行
要
求
の
禁
止
（
第
十
・
七
条
）

概
要

日
本
国
は
、
公
的
企
業
又
は
政
府
機
関
の
持
分
又
は
資
産
を
移
転
し
、
又
は
処
分
す
る
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
を
行
う

権
利
を
留
保
す
る
。

⒜

モ
ン
ゴ
ル
国
の
投
資
家
又
は
そ
の
投
資
財
産
が
そ
の
よ
う
な
持
分
又
は
資
産
を
所
有
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
又
は

制
限
す
る
こ
と
。

⒝

モ
ン
ゴ
ル
国
の
投
資
家
又
は
そ
の
投
資
財
産
が
そ
の
よ
う
な
持
分
又
は
資
産
の
所
有
者
と
し
て
後
継
企
業
を
支
配

す
る
能
力
を
制
限
す
る
こ
と
。

⒞

後
継
企
業
の
役
員
、
理
事
又
は
取
締
役
の
国
籍
に
関
す
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
。

現
行
の
措
置

二

分
野

全
て
の
分
野

小
分
野

産
業
分
類

留
保
の
種
類

内
国
民
待
遇
（
第
十
・
三
条
）

特
定
措
置
の
履
行
要
求
の
禁
止
（
第
十
・
七
条
）

概
要

指
定
さ
れ
た
企
業
又
は
政
府
機
関
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
企
業
等
」
と
い
う
。）に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
日
本
国

に
お
け
る
電
信
サ
ー
ビ
ス
、
郵
便
サ
ー
ビ
ス
及
び
公
営
競
技
等
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
た
ば
こ
の
製
造
、
日
本
銀
行

券
の
製
造
並
び
に
貨
幣
の
製
造
及
び
販
売
が
こ
れ
ら
の
指
定
さ
れ
た
企
業
等
以
外
の
企
業
等
に
対
し
て
自
由
化
さ
れ
る
場

合
又
は
こ
れ
ら
の
指
定
さ
れ
た
企
業
等
が
非
商
業
的
な
原
則
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
な
く
な
る
場
合
に
は
、
日
本
国
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
関
す
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
権
利
を
留
保
す
る
。

現
行
の
措
置

三

分
野

全
て
の
分
野

小
分
野

産
業
分
類

留
保
の
種
類

内
国
民
待
遇
（
第
十
・
三
条
）

最
恵
国
待
遇
（
第
十
・
四
条
）

概
要

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
を
与
え
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

現
行
の
措
置

四

分
野

航
空
宇
宙
産
業

小
分
野

航
空
機
産
業

宇
宙
開
発
産
業

産
業
分
類

留
保
の
種
類

内
国
民
待
遇
（
第
十
・
三
条
）

特
定
措
置
の
履
行
要
求
の
禁
止
（
第
十
・
七
条
）

概
要

日
本
国
は
、
航
空
機
産
業
及
び
宇
宙
開
発
産
業
へ
の
投
資
に
関
す
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
権
利
を
留
保
す

る
。

現
行
の
措
置

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
七
条
及
び
第
三
十
条

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条
及
び
第
五
条

五

分
野

武
器
・
火
薬
産
業

小
分
野

武
器
産
業

火
薬
類
製
造
業

産
業
分
類

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

附
属
書
九
（
第
十
章
関
係
）

第
十
・
八
条
３
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
留
保

第
一
編

日
本
国
の
表

１

日
本
国
の
表
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
に
適
合
し
な
い
現
行
の
措
置
を
維
持
し
、
又
は

新
た
な
若
し
く
は
一
層
制
限
的
な
措
置
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
の
分
野
、
小
分
野
又
は
活
動
に
関
し
て
日

本
国
が
付
す
る
留
保
に
つ
い
て
、
第
十
・
八
条
３
の
規
定
に
従
っ
て
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

⒜

第
十
・
三
条

⒝

第
十
・
四
条

⒞

第
十
・
七
条

２

留
保
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
。

⒜

分
野
。「
分
野
」
に
は
、
留
保
の
対
象
と
な
る
一
般
的
な
分
野
を
示
す
。

⒝

小
分
野
。「
小
分
野
」
に
は
、
留
保
の
対
象
と
な
る
個
別
の
分
野
を
示
す
。

⒞

産
業
分
類
。「
産
業
分
類
」
に
は
、
留
保
の
対
象
と
な
る
活
動
で
あ
っ
て
、
該
当
す
る
国
内
産
業
分
類
又
は
国
際

産
業
分
類
の
下
で
行
わ
れ
る
も
の
を
、
透
明
性
の
観
点
か
ら
の
み
示
す
。

⒟

留
保
の
種
類
。「
留
保
の
種
類
」
に
は
、１
に
規
定
す
る
義
務
で
あ
っ
て
留
保
の
対
象
と
な
る
も
の
を
特
定
す
る
。

⒠

概
要
。「
概
要
」
に
は
、
留
保
の
対
象
と
な
る
分
野
、
小
分
野
又
は
活
動
の
範
囲
を
記
載
す
る
。

⒡

現
行
の
措
置
。「
現
行
の
措
置
」
に
は
、
留
保
の
対
象
と
な
る
分
野
、
小
分
野
又
は
活
動
に
つ
い
て
適
用
す
る
現

行
の
措
置
を
、
透
明
性
の
観
点
か
ら
明
示
す
る
。

３

留
保
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
留
保
に
関
す
る
全
て
の
事
項
を
考
慮
す
る
。「
概
要
」
は
、
他
の
全
て
の
事
項

に
優
先
す
る
。

４

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、「
Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」
と
は
、
総
務
省
が
作
成
し
、
二
千
十
三
年
十
月
三
十
日
に
改
定
し
た
日
本

標
準
産
業
分
類
の
番
号
を
い
う
。


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